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まちなかの暑熱対対策の推進 アンケート調査等の事前検討内容 
 
 自治体のイベント等の参加者で、屋外経路を移動する方を対象に、ハード対策とソフト対
策を組み合わせた場合の効果を調査する予定だったが、新型コロナウイルス感染症対策と
して、対面によるイベント参加者に声がけをしない方針が地方自治体から示されたため、ア
ンケート調査は中止となった。以下事前検討内容を示す。 
 
１）目的 
 暑さ対策に関する情報提示が暑さ対策行動に及ぼす影響を調査する。 
 
２）調査計画概要 

情報提示を行った結果、暑さ対策行動につながったかをアンケート調査及びモニタリン
グ調査を行う予定であった。 
（１）調査期間（予定） 

8 月３日（月）～15 日（金）の 8 日間 
 

（２）場所 
  横浜トリエンナーレ会場（横浜美術館・プロット 48） 
 

（３）調査内容 
①アンケート調査 
アンケート調査については、移動開始前に暑さに対する意識・理解を尋ねると共に、数種

類の暑さに関する情報（日傘で体を守る仕組み、熱中症搬送者数と暑さ環境比較、日陰を歩
くメリット）を提示し、その後、移動先到着時に、経路上で実施した暑さ対策行動と移動開
始前の情報提示が対策行動の変容に及ぼした影響、最も暑さ対策が必要と考えた場所等を
尋ね、対策の有効性や実証性 400 名程度にアンケートを実施し検証する予定であった。以
下に情報提示看板（案）、調査票（案）を示す。 
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図１ 情報提示看板（案） 
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図２ 移動開始前調査票（案） 
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図３ 移動後調査票（案）（表面） 
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図４ 移動後調査票（案）（表面） 
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②モニタリング調査 
 モニタリング調査については、横浜美術館入口にて「通過者人数（総数）」「情報提示に興
味を持ってくれた人数」「日傘を持って行った人数」を集計し、数種類の暑さに関する情報
の内、効果的な情報提示方法を検証する。また、情報提示を行わない日もモニタリングを行
い、情報提示の有無の比較も行う。集計人数は 400 名程度とする。情報提示については、ア
ンケート調査と同様のものを利用する予定であった。 
 

 
図５ モニタリング調査概要（案） 

 


